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プラスチック容器包装リサイクル推進協議会 

 

 環境配慮設計指針の改訂版を作成、リサイクル適性の留意点示す 

       会員団体・企業に報告、公表 

 

当協議会では、このほど＜プラスチック製容器包装の環境配慮に関する自主設計指針改訂版＞を

作成し、会員団体・企業に報告・説明するとともに、国、自治体、学識者、NPO・市民、関係事業者

などに配布しました。 

この指針改訂版は、2020年 11月に作成、公表した、当協議会の会員団体・企業向けの指針で、

プラスチック製容器包装（以下、プラ容器包装）の環境配慮設計に、事業者が自主的に取組むため

に、2015年 5月に作成した環境配慮に関する自主設計指針を改訂したものです。 

当協議会の会員団体・企業は、この指針をプラ容器包装の３Ｒの取組み指標として活用しており、

その取組みの成果は、毎年、３Ｒ改善事例集として公表しています。 

今回、改訂版を作成したのは、2019年 5月に国がプラスチック資源循環戦略を策定し、事業者が

プラ容器包装・製品のリデュース、リユース、リサイクルを自主的に取組む方針が示されているこ

とから、その方針に、より適切に対応するために、従来の指針をブラッシュアップする必要がある

と考え、＜プラスチック製容器包装の環境配慮に関する自主設計指針改訂版＞として作成したもの

です。 

改訂版では、これまでの指針（第１章から第８章）の記述を修正し、さらに６つの付属書を添付

しました。そのうちの付属書４では＜プラスチック製容器包装の設計におけるリサイクル適性の留

意点＞を、また付属書６では＜リサイクルの定義＞を記述しています。 

詳細は、当協議会のＨＰでご確認ください。 

http://www.pprc.gr.jp/3r/resources_2030/index.html 

 

＜リサイクルの留意点＞ 

・本指針に沿ってプラスチック製容器包装のリサイクル適性の向上に資するとともに、容器包装の機能、役割

の維持、向上する設計。 

１．プラスチック製容器包装の設計段階で、リサイクル・サプライチェーンの、どの段階でリサイクル適性が発

揮できるかを明確にする。 

＜使用後のリサイクル・サプライチェーン＞ 

・廃棄、収集、選別 

・材料リサイクル（MR）：フレーク、ペレット、コンパウンド加工など 

・ケミカルリサイクル（CR）：化学原料、化学製品化 

・再商品化：成形品、シート・フィルム、発泡等加工および化学原料、製品化等 

ISO 15270に規定されたメカニカルリサイクルを材料リサイクルと呼称する。 

 

２．リサイクル手法・資源循環（ＭＲ、ＣＲ）に適した設計について、定性的、定量的評価や環境負荷低減効果

などを示す。その際、別に示す推奨規格などの評価手法や原単位等の根拠を示す。 

 

３．収集・選別・リサイクル・再生製品：再商品化製品・用途・循環性などリサイクル全工程における、期待でき

る仕組み等の改善効果などを示す。特に、収集、選別などリサイクルの出発工程での改善効果などに留

意する。 

 

http://www.pprc.gr.jp/3r/resources_2030/index.html
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自主行動計画２０２０ ＜2019年度実績＞  

リデュース率：17.8 ％ リサイクル率：46.4 ％ ともに目標を達成 

 

当協議会は、プラ容器包装に関する自主行動計画２０２０(第３次自主行動計画：2016-2020年)

に基づいて、毎年、リデュース率およびリサイクル率の実績をフォローアップ集計しています。 

2019 年度のリデュース率、リサイクル率の集計にご協力頂いたのは、リデュース率では前年の

2018 年度より 1 団体増え、16 団体になりました。また、リサイクル率の集計にご協力頂きました

会員団体・企業は 14団体・企業でした。 

2019年度のリデュース率は、2005年度からの累計で 17.8 ％、累積リデュース量は 107,512ト

ンになりました。会員団体・企業の努力により、2020年度目標を超え、前年度実績値より 0.8ポイ

ント上回る結果となりました。 

りデュース率の集計に際しては、一昨年から各団体・業種毎に、適切な原単位の把握、算定を進

めて頂くなど、集計精度の向上に取り組んでおります。 

また、リサイクル率は、2011年度の排出見込量に対して 46.4 ％、容器包装リサイクル法に基づ

く再商品化量（容リ協会）および特定事業者が独自に回収・リサイクルした量の合計値は、499,650

トンになりました。 

リサイクル率も 2020 年度目標を達成し、前年度実績値より 1.4 ポイント上回る結果となりまし

た。これは、容器包装リサイクル法に基づく再商品化量（容リ協会）が、前年度より増加したこと

が主な要因で、その背景には 2019 年度の再商品化入札で材料リサイクルの比率が前年を下回った

ためです。 

会員各位のご協力に改めてお礼申し上げます。 

詳細は右ＵＲＬをご確認ください。 http://www.3r-suishin.jp/?p=547 

 

2020 年度目標と 2019年度実績 

 2020 年度目標（累計） 2019 年度実績（累計） 

リデュース率 １６％ 17.8％ 107,512トン 

リサイクル率 ４６％ 46.4 % 499,650トン 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

リデュース＝Ａ÷Ｂ 

Ａ：プラ容器包装累計リデュース量
 

   
2005年度から当該年度までの累計リデュース量 

Ｂ：プラ容器包装の当該年度推定使用量 

Ａ＋当該年度のプラ容器包装使用量 

リサイクル率＝（Ｃ＋Ｄ）÷ Ｅ 

Ｃ：当該年度の再商品化量((公財）日本容器包装リサ

イクル協会の当該年度の公表値） 

⚫ Ｄ：当該年度に特定事業者が自主的に回収・リ

サイクルした量 

⚫ Ｅ：2011年度排出見込量((公財）日本容器包装

リサイクル協会の当該年度の公表値） 

http://www.3r-suishin.jp/?p=547


© 2019 Plastic Packaging Recycling Council 

 

 

2020 年の３Ｒ改善事例  

34 社、73 アイテム、94改善項目 前年より 5 社増加 

 

当協議会は、例年同様、プラ容器包装の３Ｒ改善事例を作成しました。今年度の応募社数は 34

社、応募アイテム数は 73、改善項目数は 94 でした。前年に比べて、応募社が５社増え、応募アイ

テム数は 12増、改善項目は 25増となりました。 

３Ｒ改善事例集の募集では、毎年、新たな事例が応募され、会員企業・団体での様々な３Ｒ改善

の取組みが継続し、進展していることがわかります。 

当協議会では、今後もプラ容器包装の３Ｒ・環境配慮設計の取組みを進めてまいります。なお、

2008 年からの応募状況は、下表の通りです。 

３Ｒ改善事例の応募推移 

 年 度 2008 2009 2010 2011 2012 2013 2014 2015 2016 2017 2018 2019 2020 

応募企業 39 38 27 26 25 19 15 33 24 23 27 29 34 

アイテム数 101 71 58 54 62 44 35 66 65 51 65 61 73 

 

軽量化や薄肉化が59％、ＣＯ2削減や食品ロス削減など環境配慮設計関連が15％ 

2020年の改善事例を、改善項目別にみますと、容器包装の薄肉化が29％で最も多く、次いでコ

ンパクト化18％、簡略化が16％となっており、軽量化、薄肉化が全体の63％を占めました。一

方、軽量化、薄肉化以外では、環境配慮設計が16％、再生プラスチックの利用が7％、詰め替え容

器包装が5％、複合素材化が5％となりました。 

また、環境配慮設計の取組みでは、中身製品によって様々な取組みがありますが、バイオマス

プラ素材の採用、モノマテリアル化（単一素材化）の採用などの事例がありました。 

３Ｒ改善事例の傾向 

 

         

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

2020 年の３Ｒ改善事例の詳細は、当協議会のＨＰでご確認ください。

http://www.pprc.gr.jp/3r/images/ex3r2020ver2.pdf 

改、次いで良基準 基準番号 事例数（重複含） 割合 

容器包装のコンパクト化 1 17 18% 

容器包装の簡略化  2 15 16% 

容器包装の薄肉化 3 27 29% 

詰め替え 4 5 5% 

付け替え     5 1 1% 

複合素材化       6 5 5% 

複合材質化       7 0 0% 

再生プラスチックの利用 8 6 7% 

易分別性容器包装 9 0 0% 

減容化                       10 0 0% 

環境配慮設計      11 15 16% 

その他特性         12 3 3% 

合計   94 100% 

http://www.pprc.gr.jp/3r/images/ex3r2020ver2.pdf
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九州地域のプラスチック・リサイクルループ研究会の実証に協力 

 

福岡県大木町と九州大学、福岡大学が主導する＜資源生産性を飛躍的に高めるプラスチックマテ

リアル・ループに関するシナリオ研究（ＰＪリーダー・近藤加代子 九州大学教授）＞に協力してい

ます。 

このＰＪは、九州地域での独自の資源循環実証ＰＪとして、2018 年度から進められていますが、

ＰＪチームからの要請があり、可能な範囲で協力しています。 

今年上半期は、福岡県大木町が収集、選別した製品プラのリサイクルの可能性について実証を進

めており、9月に収集した廃プラから再生ペレットを作成しました。下半期は、得られた再生ペレ

ットによる試作品の成形を行う予定です。 

 その一環として、2020 年 9 月に大木町で収集して、㈱ＹＫクリーンが目視選別した製品プラス

チックのリサイクルの可能性を確認するために、コンパウンドメーカーのいその㈱九州事業所で再

生ペレット化しました。 

 得られた再生ペレットは、当初の想定より品質がよく、現在、このペレットを利用した成型加工

品の検討を進めています。 

    

 

 

 

収集された製品プラと再生ペレットおよび物性値 



© 2019 Plastic Packaging Recycling Council 

 

 

 ３Ｒ推進セミナーを開催  新型コロナ感染対策を徹底。 

 

当協議会は、新型コロナ感染症への徹底した予防対策を取って、会員各位への情報提供の一環

として、7月 30 日に第 1回３Ｒ推進セミナーを開催しました。 

多くの会員の皆様にご参加の申し込みを頂きましたが、コロナ感染予防のために、会場の設営

など運営方法に万全を期し、参加者数の上限を会場の収容可能数の 50％に減少して座席を設定、

全席と講演席には飛沫感染防止パーティションを設置、受付で全員の検診と手指の消毒などの措

置をして開催しました。 

2020 年度第 1 回３Ｒ推進セミナー（7 月 30 日、84名参加） 

講  師 演  題 

経済産業省 産業技術環境局  

資源循環経済課長 横手 広樹 氏 
プラスチック資源循環戦略と産業界の動向 

環境省 環境再生・資源循環局  

総務課 制度企画室長 井上 雄祐 氏 

我が国のプラスチック資源循環を取り巻く

動き 

クリーン・オーシャン・マテリアル・アライアンス 

  事務局技術統括  柳田 康一 氏 
ＣＬＯＭＡアクションプランの概要 

東北大学大学院環境科学研究科 

教授 吉岡 敏明 氏 

資源循環戦略を支える新技術の展望 

ケミカルリサイクル＆バイオプラスチック

への新たな期待 

 

 

新型コロナ感染防止対策に取組む 

 

当協議会では、2020 年度初頭に起きた新型コロナ感染症の予防対策を、すべての活動に優先す

る課題と位置づけ、様々な対策に取組みました。 

社会全体に様々な制約が課せられた中、当協議会も、在宅勤務、時差出勤はもとより、各委員

会のオンライン化や職場の予防対策などに取組みました。この活動は、ウイズコロナ対策とし

て、下半期も、さらに次年度も継続して参ります。 

 

主な取組みは以下の通りです。 

・在宅勤務、時差出勤、時短勤務 

・マスク着用、手指アルコール消毒、机上パーティション設置、換気の徹底 

・リモート・オンラインのためのＰＣソフトの導入と資機材の設置 

・定時総会、理事会、企画運営委員会での予防対策 

マスク着用、体温検査、手指アルコール消毒、飛沫防止机上パーティションなど 

・各専門委員会のリモート・オンライン開催 

・３Ｒ推進セミナーでの会場設営および除菌対策の実施。 

 

                                                         以上 


